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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　底網と、該底網の両端に幅方向に設けた幅網と、該底網に長さ方向に設けた側網で箱状
に形成され、内部を仕切るために幅方向に設けられた仕切網を有するフトン篭であって、
　少なくとも、前記底網の一部を構成する四辺形状の部分底網と、該部分底網の１辺又は
対向する２辺に設けられた前記側網の一部を構成する部分側網と、前記部分底網のジョイ
ント端部以外の中間部に前記部分側網と直角方向に設けられた前記仕切網を有する複数の
ユニットで組み立てられ、
　該ユニットを長さ方向にジョイントする際に、前記仕切網が形成されていないジョイン
ト端部どうしを重ね合わせることでフトン篭の長さ調節が可能であり、
　ジョイント部において、各ユニットの部分底網どうし、及び部分側網どうしのみをコイ
ル線で連結したことを特徴とするフトン篭。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、法面保護工、護岸工などに使用されるフトン篭で、特に長さ調整可能なフト
ン篭に関する。
【背景技術】
【０００２】
　法面保護工、護岸工などに使用されるフトン篭は、例えば下記特許文献１～５等に開示
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されている。このようなフトン篭は、法面などに付設し内部に割石を詰め、付設面の安定
を図るものである。このうち、特許文献１では幅調整可能なフトン篭が、特許文献５には
長さ調整可能なフトン篭が提案されている。
【特許文献１】特開平５－１９５５２０号公報
【特許文献２】特開平６－１４６２３７号公報
【特許文献３】特開平１１－６１８３５号公報
【特許文献４】特開２０００－１７０１３５号
【特許文献５】特許第３２３６９９３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　前記特許文献５の長さ調整可能なフトン篭は、底網を複数の部分底網から形成して長さ
調節可能とし、ジョイントする２つの部分底網の一方の端部に仕切網を設けている。ジョ
イント部は、コイル線で連結するのであるが、このジョイント部では底網に対して直角に
仕切網が交わり、側網に対しても仕切網が直角に交わっているので、これらのＴ字状に交
わった網の交点にコイル線を施工しなければならず、ジョイント作業が煩雑で能率が悪か
った。本発明は、ジョイント部におけるコイル線の施工を容易にし、ジョイント作業能率
を向上させることを課題としている。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明は、底網と、該底網の両端に幅方向に設けた幅網と、該底網に長さ方向に設けた
側網で箱状に形成され、内部を仕切るために幅方向に設けられた仕切網を有するフトン篭
であって、少なくとも、前記底網の一部を構成する四辺形状の部分底網と、該部分底網の
１辺又は対向する２辺に設けられた前記側網の一部を構成する部分側網と、前記部分底網
のジョイント端部以外の中間部に前記部分側網と直角方向に設けられた前記仕切網を有す
る複数のユニットで組み立てられ、該ユニットを長さ方向にジョイントする際に、前記仕
切網が形成されていないジョイント端部どうしを重ね合わせることでフトン篭の長さ調節
が可能であり、ジョイント部において、各ユニットの部分底網どうし、及び部分側網どう
しのみをコイル線で連結したことを特徴とするフトン篭である。
【０００５】
　本発明において、側網は底網の両端部のみならず中間に設けることもできる。中間に設
けた側網によって、フトン篭内部が縦に仕切られる。
【０００６】
　本発明は、フトン篭をユニット化したので、ユニットを工場生産し、現場においてはユ
ニットを組み立てることで容易にフトン篭を施工することができる。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明のフトン篭は、ジョイント端部に仕切網がないので、コイル線で連結する際に、
単に部分底網どうし又は部分側網どうしを連結すれば良く、ジョイント部におけるコイル
線の施工が容易で、ジョイント作業能率が向上する。
【実施例】
【０００８】
　以下、実施例を表した図面に基づいて本発明を詳細に説明する。図１はフトン篭の施工
状態の一例の斜視図、図２は法面部のユニット分解図、図３は垂面部のユニット分解図、
図４は天面部のユニット分解図、図５はジョイント部の説明図である。
【０００９】
　図１のフトン篭は、法面部１、垂面部２及び天面部３からなる。これら各部は、底網５
、幅網６及び側網７で箱状に形成され、しかも中間に２列の側網７と多数の仕切網８を有
し、これらによって多数の領域に仕切られている。
【００１０】
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　法面部１は本発明の実施例で、図２に示すように、ユニットＡ～Ｆを組み立てたもので
ある。ユニットＡ及びユニットＣは部分底網５ａ、幅網６、部分側網７ａ及び２枚の仕切
網８を一体に組み立てたもので、仕切網８はジョイント端部４以外の中間部に設けられて
いる。ユニットＢは部分底網５ａ、部分側網７ａ及び３枚の仕切網８を一体に組み立てた
もので、仕切網８はジョイント端部４以外の中間部に設けられている。ユニットＤ、Ｅ、
ＦはユニットＡ、Ｂ、Ｃに更に部分側網７ａを設け、両側に部分側網７ａを配置したもの
である。いずれのユニットも部分側網７ａの長さは部分底網５ａの長さと等しく、幅網６
及び仕切網８の長さは部分底網５ａの幅と等しくなっている。
【００１１】
　ユニットＡとＢをジョイントする場合、図５に示すように、任意の長さだけ重ね合わせ
ることができる。この場合、ジョイント部のコイル線による連結は、両ユニットの部分底
網どうし、及び部分側網どうしを連結すればよいので、コイル線の施工がきわめて簡単で
ある。ユニットＢ、Ｃをジョイントする場合も、これと同様に任意の長さだけ重ね合わせ
ることができる。ユニットＤ、Ｅ、Ｆについても同様である。ユニットＡ、Ｂ、Ｃ及びユ
ニットＤ、Ｅ、Ｆの重ね合わせる長さを調整することで、フトン篭（法面部）の長さを調
整することができる。
【００１２】
　法面部１は３列で構成されているが、ユニットＡ、Ｂ、Ｃを任意の組数設けることで、
任意の列数にすることができる。また、各列において、中間のユニットＢ（最終端におい
てはユニットＥ）の数を増やすことで、又は無くすことで任意の長さのフトン篭（法面部
）とすることができる。
【００１３】
　垂面部２も本発明の実施例で、図３に示すように、ユニットＧ～Ｊを組み立てたもので
ある。ユニットＧは部分底網５ａ、部分側網７ａ及び１枚の仕切網８を一体に組み立てた
もので、仕切網８はジョイント端部４以外の中間部に設けられている。ユニットＨは部分
底網５ａ、幅網６、部分側網７ａ及び２枚の仕切網８を一体に組み立てたもので、仕切網
８はジョイント端部４以外の中間部に設けられている。ユニットＩ、ＪはユニットＧ、Ｈ
に更に部分側網７ａを設け、両側に部分側網７ａを配置したものである。いずれのユニッ
トも部分側網７ａの長さは部分底網５ａの長さと等しく、幅網６及び仕切網８の長さは部
分底網５ａの幅と等しくなっている。なお、法面部１の下端の幅網６は垂面部２の幅網も
兼ねている。
【００１４】
　垂面部２においても、法面部の場合と同様に、ユニットＧとＨ、ユニットＩとＪの重ね
合わせる長さを調整することで、フトン篭の長さを調整することができる。ユニットの数
を増減して列の数及び長さを任意にできることも同様である。
【００１５】
　天面部３は、図４に示すように、ユニットＫ、Ｌを組み立てたものである。ユニットＫ
は部分底網５ａ、幅網６、部分側網７ａ及び１枚の仕切網８を一体に組み立てたもので、
ユニットＬはユニットＫに更に部分側網７ａを設け、両側に部分側網７ａを配置したもの
である。天面部３は長さ調整できないものであるが、前記の垂面部２と同様の構成にする
ことで長さ調整可能にすることもできる。
【００１６】
　各ユニットＡ～Ｌにおいて、部分側網を別体とすることもできる。更に、部分側網は仕
切網と交わる部分で切断して細分化することができる。図６はユニットＡにおいて部分側
網７ａを別体とした例である。図７はユニットＡにおいて部分側網７ａを別体とすると共
に部分側網７ａを仕切網と交わる部分で細分化した例である。図８はユニットＢにおいて
部分側網７ａを別体とした例である。図９はユニットＢにおいて部分側網７ａを別体とす
ると共に部分側網７ａを仕切網と交わる部分で細分化した例である。このように、部分側
網を仕切網と交わる部分で細分化すると、各ユニットを幅方向に重ね、幅調整したりカー
ブ施工することが可能となる。
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【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】フトン篭の施工状態の一例の斜視図である。
【図２】法面部のユニット分解図である。
【図３】垂面部のユニット分解図である。
【図４】天面部のユニット分解図である。
【図５】ジョイント部の説明図である。
【図６】部分側網を別体としたユニットＡの説明図である。
【図７】部分側網を別体とすると共に細分化したユニットＡの説明図である。
【図８】部分側網を別体としたユニットＢの説明図である。
【図９】部分側網を別体とすると共に細分化したユニットＢの説明図である。
【符号の説明】
【００１８】
　１　法面部
　２　垂面部
　３　天面部
　４　ジョイント端部
　５　底網
　６　幅網
　７　側網
　８　仕切網

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図７】

【図８】

【図９】
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